
自 主 防 災 訓 練　

　「安全・安心のまちづくり」を進める
加東市では、地域の自主防災訓練を支
援しています。
　9月2日には上滝野地区で自主防災
訓練が実施され、約150人が参加され
て「マイ防災マップ」を活用した避難
訓練などに取り組まれました。
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9月定例会

JR社町駅前有料駐車場

市道になる社環状線

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
問
】生
活
保
護
返
還
金
２
０
２

万
円
の
詳
細
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
】資
力
が
あ
る
の
に
保
護
費

を
受
け
取
っ
た
も
の
が
１１
件
、

就
労
実
態
を
隠
す
等
悪
質
な
も

の
が
４
件
あ
り
、
当
事
者
に
は

厳
し
く
指
導
し
た
。

【
問
】
ＪＲ
社
町
駅
前
駐
車
場
有
料

化
に
と
も
な
う
料
金
徴
収
の
手

法
は
。

【
答
】一
時
貸
し
の
方
は
料
金
ボ

ッ
ク
ス
に
駐
車
料
金
を
入
れ
て

も
ら
う
形
式
。
月
極
の
分
も
含

め
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
巡
回
・
管
理
を
委
託
す
る
。

【
問
】費
用
に
つ
い
て
は
。

【
答
】管
理
委
託
料
９９
万
７
千
円
、

駐
車
場
使
用
料
収
入
１
２
４
万

８
千
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

【
問
】国
道
３
７
２
号
野
村
河
高

バ
イ
パ
ス
が
年
内
に
開
通
す
る

こ
と
に
よ
り
、
旧
の
国
道
３
７

２
号
の
道
路
を
市
道
と
し
て
引

き
取
る
に
あ
た
り
、
県
に
必
要

な
整
備
を
求
め
た
の
か
。

【
答
】県
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、

経
年
劣
化
に
よ
る
補
修
は
行
う

が
改
良
は
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
社
郵
便
局
南
側
交

差
点
か
ら
松
尾
交
差
点
ま
で
の

歩
道
傾
斜
に
つ
い
て
は
、
平
成

２４
年
度
中
に
県
が
改
修
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

【
問
】道
の
駅
と
う
じ
ょ
う
に
開

設
さ
れ
た
農
産
物
直
売
所
「
コ

ス
モ
ス
の
館
」
に
つ
い
て
、
当

初
見
込
ん
で
い
た
１
千
万
円
の

補
助
金
の
う
ち
、
５
０
０
万
円

分
を
出
資
金
に
振
り
替
え
た
経

緯
を
問
う
。

【
答
】同
様
に
補
助
を
お
願
い
し

た
ＪＡ
よ
り
、
出
資
金
で
対
応
し

た
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
、
市

と
し
て
も
ＪＡ
の
出
資
分
と
同
額

の
５
０
０
万
円
を
出
資
金
と
し

て
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ

の
他
の
株
主
に
も
声
を
か
け
た

が
、
増
資
の
意
向
が
な
か
っ
た
。

全
会
一
致
で
可
決

防
災
会
議
条
例
及
び
災
害
対
策

本
部
条
例
の
一
部
改
正

・
防
災
会
議
の
所
掌
事
務
に
、

「
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
市
の

地
域
に
係
る
防
災
に
関
す
る
重

要
事
項
を
審
議
す
る
こ
と
」
を

追
加

・
市
の
防
災
会
議
に
「
自
主
防
災

組
織
を
構
成
す
る
者
又
は
学
識

経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
市

長
が
委
嘱
す
る
者
」
を
追
加

【
問
】防
災
会
議
の
女
性
の
参
加

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
今

回
の
改
訂
を
受
け
て
ど
う
な
る

か
。

【
答
】女
性
の
立
場
で
防
災
計
画
、

災
害
対
策
に
参
画
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
委
嘱
す
る
予
定
で
あ

る
。

【
問
】東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、

市
の
防
災
計
画
の
見
直
し
の
進

捗
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
】山
崎
断
層
の
被
害
想
定
な

ど
が
県
か
ら
示
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
今
後
２
回
程
度
防
災
会

議
を
開
催
し
、
平
成
２４
年
度
内

に
防
災
計
画
を
見
直
す
予
定
で

あ
る
。
　
　
全
会
一
致
で
可
決

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
田
村
　
省
三
氏
（
家
原
）

全
会
一
致
で
同
意

２加東市 議会だより Ｎｏ.２３

子ども医療費 助成拡充
　　　　　　　　無料化へ!

　
第
４３
回
加
東
市
議
会
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
２７
日
ま
で
２５
日
間
の
会
期
で
開
会
し
た
。

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
２３
年
度
各
会
計
決
算
認
定
、
平
成
２４
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例

の
制
定
・
一
部
改
正
、
人
事
案
件
な
ど
２１
議
案
を
審
議
。
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
１３
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
７
名
の
議
員
が
市
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

平成24年度　各会計補正予算

新庁舎駐車場用地確保　2,736万円　
内水基礎調査　630万円�
こども医療費給付拡充　777万円
道徳教育推進モデル事業　19万円

税還付金 2,432万円  ため池復旧 1,131万円等

前年度実績による精算等

前年度実績による精算等

前年度実績による精算等

市民病院との連携システム整備　97万円

南山第２配水池築造工事　1億5,900万円等

実績等による精査

検査データマネジメントシステムの導入

35,622

278,356

66,620

6,353

23,677

△ 15,500

271,150

159,000

△ 46,147

△ 46,147

15,487

15,487

18,144,620

18,180,242

3,744,000

386,874

3,023,486

462,644

412,024

1,140,401

2,697,000

2,697,000

45,319

68,266

一般会計補正予算（第３号）

一般会計補正予算（第４号）

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

介護保険保険事業特別会計補正予算（第１号）

介護保険サービス事業特別会計補正予算（第１号）

会 計 種 別 主 な 内 容補正前の額 補正額

18,180,242

18,458,598

3,810,620

393,227

3,047,163

447,144

683,174

1,299,401

2,650,853

2,650,853

60,806

83,753

補正後の額

水道事業会計補正予算（第１号）

病院事業会計補正予算（第１号）

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

（単位：千円）



自主運行バス 米田ふれあい号

 

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
条
例

　
交
通
空
白
地
域
に
住
所
を
有

す
る
者
の
日
常
生
活
に
必
要
な

移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
。

　
今
回
は
畑
、
廻
渕
、
池
之
内
、

湖
翠
苑
地
区
が
対
象
で
、
１０
月

１
日
か
ら
運
行
開
始
。

【
問
】神
姫
バ
ス
と
の
競
合
区
間

で
乗
降
が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
う
い
う
形
で
周
知
徹
底
し
て

い
る
か
。

【
答
】自
主
運
行
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
国
の
登
録
を
経
て
運
行
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
運

行
の
条
件
と
し
て
、
路
線
バ
ス

等
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
い
地
域
に
お
い
て
実
施
で

き
る
た
め
、
路
線
バ
ス
が
走
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
乗

降
禁
止
と
し
た
。

　
今
回
は
、
主
に
乗
り
継
ぎ
困

難
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
途

中
で
乗
降
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

と
思
う
。
ま
た
、
中
国
ハ
イ
ウ

ェ
イ
バ
ス
に
乗
っ
て
い
た
だ
い

た
り
、
神
姫
バ
ス
社
営
業
所
へ

直
接
行
く
こ
と
に
よ
り
不
便
性

は
な
い
と
考
え
る
。

【
問
】自
主
運
行
バ
ス
の
使
用
料

を
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
で
支

払
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

【
答
】福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

額
面
金
額
に
相
当
す
る
回
数
券

に
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
問
】実
証
運
行
を
さ
れ
て
い
る

が
、
利
用
者
・
運
転
手
・
住
民

の
声
を
聞
い
た
か
。

【
答
】毎
週
木
曜
日
に
実
証
運
行

を
行
っ
た
。
利
用
者
の
方
か
ら

は
助
か
る
と
い
う
意
見
を
聞
い

て
い
る
。
運
転
手
の
方
も
利
用

地
区
で
の
取
り
組
み
と
い
う
こ

と
で
運
行
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
利
用
者
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
協
力
を
お
願
い

し
、
不
便
な
点
は
１０
月
以
降
の

本
格
運
行
で
改
善
し
て
い
き
た

い
。

【
問
】交
通
事
故
な
ど
緊
急
時
の

体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

て
い
る
の
か
。

【
答
】自
主
運
行
バ
ス
の
運
行
に

あ
た
り
、
運
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
運
行

管
理
責
任
者
、
運
送
責
任
者
、

緊
急
時
の
対
応
な
ど
を
詳
細
に

区
長
等
関
係
者
に
配
付
し
て
い

る
。

　
万
一
の
事
故
等
に
つ
い
て
は
、

人
命
の
保
護
と
と
も
に
市
に
連

絡
を
い
た
だ
き
、
市
か
ら
関
係

機
関
へ
の
連
絡
を
行
う
。
公
用

車
で
あ
る
た
め
、
保
険
で
対
応

す
る
こ
と
と
な
る
。

【
問
】運
行
の
制
限
に
つ
い
て
の

規
定
が
あ
る
が
、
台
風
や
大
雨

の
場
合
に
は
地
域
の
方
に
連
絡

す
る
の
か
。

【
答
】運
行
を
取
り
や
め
る
場
合

に
つ
い
て
は
、
各
区
長
に
連
絡

網
を
回
す
と
と
も
に
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
告
知
放
送
を
利
用

し
て
対
象
地
区
の
方
に
連
絡
す

る
予
定
に
し
て
い
る
。

【
問
】福
田
地
区
は
旧
国
道
１
７

５
号
が
通
っ
て
い
る
が
、
高
齢

者
が
増
え
て
お
り
、
出
か
け
る

の
に
も
路
線
バ
ス
を
利
用
し
よ

う
と
す
れ
ば
不
便
で
あ
る
。

　
地
域
の
中
で
意
見
が
ま
と
ま

れ
ば
、
路
線
バ
ス
が
通
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
で
は
自
主
運
行
バ

ス
の
導
入
は
可
能
で
あ
る
の
か
。

【
答
】相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

地
域
に
説
明
に
上
が
ら
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
地
域
で
合
意
で
き
れ
ば
、
地

域
公
共
交
通
会
議
で
協
議
を
行

い
、
運
行
に
対
し
て
協
議
が
ま

と
ま
れ
ば
、
市
は
国
へ
登
録
申

請
を
行
う
。

全
会
一
致
で
可
決

福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
平
成
２５
年
１
月
か
ら
、
小
学

校
４
年
生
以
上
お
よ
び
中
学
生

の
医
療
費
自
己
負
担
分
（
通
院

医
療
費
）
を
助
成
し
無
料
化
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

【
問
】今
回
の
医
療
費
助
成
の
改

正
に
よ
り
増
加
と
な
る
市
の
財

政
負
担
は
ど
の
く
ら
い
か
。

【
答
】一
年
間
で
約
２
４
０
０
万

円
の
増
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

【
問
】今
回
加
東
市
で
は
所
得
制

限
を
設
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
ど
の
く
ら
い
の
方
が
対

象
に
な
る
の
か
。

【
答
】
今
年
度
は
１４
・
２
％
の

方
が
所
得
制
限
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
。

【
問
】医
療
費
の
無
料
化
が
、
コ

ン
ビ
ニ
受
診
（
不
要
不
急
の
安

易
な
受
診
）
を
招
く
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
市
と
し

て
検
討
は
行
っ
た
か
。

【
答
】こ
の
点
に
つ
い
て
は
大
き

な
問
題
だ
と
考
え
て
お
り
、
今

回
の
件
で
は
、
現
在
で
も
一
部

助
成
を
し
て
い
る
小
学
校
高
学

年
や
、
中
学
生
の
通
院
の
無
料

化
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
対
象

者
が
何
倍
に
も
な
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
た
め
大
き
な
弊
害

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
医
療
の
適
切
な

受
診
に
関
し
て
は
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
い
く
。

 

委
員
会
の
審
査
意
見

・
適
正
な
医
療
受
診
の
た
め
の

Ｐ
Ｒ
に
は
努
め
る
こ
と
。

・
所
得
制
限
に
関
し
て
は
、
一

定
の
所
得
の
あ
る
方
に
つ
い
て

は
応
分
の
負
担
を
求
め
て
い
く

と
い
う
観
点
か
ら
妥
当
だ
と
考

え
る
。

全
会
一
致
で
可
決

３ 加東市 議会だより Ｎｏ.２３



市営住宅の状況

小元

鴨川

嬉野台

家原（北）（南）

下三草

平安

S46～54

S54

S62・H1

H5～H9

H11～H14

S47

51

8

81

63

27

20

岩の花

光明寺

春日

下滝野

河高

高岡

S49

S30

S31～S35

S33

H1

H20～H22

20

2

20

3

24

16

新町

北野

森尾

藪

森

H15

H9～H13

S48

S49

S63～H2

6

18

10

10

16

395

団 地 名 建設年度 戸数 団 地 名 建設年度 戸数 団 地 名 建設年度 戸数

合 　 計

住
生
活
基
本
計
画
（
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
））

　
６
月
定
例
会
提
案
の
内
容
か

ら
、
現
行
の
制
度
と
の
整
合
性

や
統
計
の
数
値
の
更
新
等
を
行

い
修
正
し
た
も
の
。

【
問
】市
営
住
宅
の
管
理
の
目
標

戸
数
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
理
由

に
つ
い
て
問
う
。

【
答
】平
成
２４
年
に
兵
庫
県
の
住

生
活
基
本
計
画
が
見
直
さ
れ
、

今
後
１０
年
で
県
営
住
宅
の
削
減
、

市
町
と
の
ス
ト
ッ
ク
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
の
協
議
と
い
う
内
容

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
流
れ
を
見
極
め
て
い
き
た

い
。

【
問
】老
朽
化
し
て
い
る
市
営
住

宅
に
つ
い
て
の
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。

【
答
】こ
の
計
画
で
は
示
し
て
い

な
い
が
、
長
寿
命
化
計
画
に
お

い
て
市
営
住
宅
の
管
理
方
針
は

盛
り
込
ん
で
あ
り
、
適
切
な
改

修
を
通
じ
て
長
寿
命
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　
改
修
に
よ
る
長
寿
命
化
が
見

込
め
な
い
住
宅
に
つ
い
て
は
建

て
替
え
を
検
討
す
る
が
、
公
営

住
宅
の
戸
数
を
増
や
し
て
い
く

考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

【
問
】災
害
対
策
編
の
仮
設
住
宅

に
関
す
る
記
述
で
、
現
在
被
災

地
で
は
プ
レ
ハ
ブ
メ
ー
カ
ー
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
仮
設
住
宅

の
規
格
が
違
い
、
住
民
か
ら
は

不
公
平
感
も
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
踏
ま

え
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
答
】災
害
に
お
け
る
仮
設
住
宅

の
建
設
の
担
当
は
県
で
あ
る
が
、

今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
よ
う

に
大
規
模
な
災
害
の
場
合
は
県

が
市
に
委
任
で
き
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
指
摘
さ
れ
た
内
容

は
把
握
し
て
お
り
、
今
後
プ
レ

ハ
ブ
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
十
分
協

議
し
て
い
き
た
い
。

 

反
対
討
論

　
５
年
以
上
に
わ
た
り
、
今
回

の
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
公

営
住
宅
の
管
理
戸
数
を
示
す
と

言
い
な
が
ら
結
局
示
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
市
が
作
業

の
遅
れ
の
理
由
と
し
て
い
た
公

営
住
宅
法
に
関
す
る
記
載
が
全

く
な
く
、
説
明
に
納
得
が
い
か

な
い
た
め
反
対
す
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
尾
）

　
市
長
の
修
正
は
評
価
す
る
が
、

何
度
も
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
す

職
員
の
姿
勢
を
見
て
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
磯
貝
）

 

賛
成
討
論

　
６
月
定
例
会
で
の
撤
回
を
受

け
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で

も
何
度
も
報
告
を
受
け
、
修
正

さ
れ
た
内
容
で
あ
り
賛
成
す
る
。

（
桑
村
）

賛
成
多
数
で
可
決

４加東市 議会だより Ｎｏ.２３

第43回　加東市議会定例会議決結果一覧 〇・・賛成   ×・・反対

承認第４号

第５９号議案

第６０号議案

第６１号議案

第６２号議案

第６３号議案

第６４号議案

第６５号議案

認定第１号

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

認定第７号

認定第８号

第６６号議案

第６７号議案

第６８号議案

第６９号議案

同意第９号

専決処分の承認（平成２４年度一般会計補正予算（第３号））

平成２４年度一般会計補正予算（第４号）

平成２４年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成２４年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成２４年度介護保険保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成２４年度介護保険サービス事業特別会計補正予算（第１号）

平成２４年度水道事業会計補正予算（第１号）

平成２４年度病院事業会計補正予算（第1号）

平成２３年度一般会計決算

平成２３年度国民健康保険特別会計決算

平成２３年度後期高齢者医療特別会計決算

平成２３年度介護保険保険事業特別会計決算

平成２３年度介護保険サービス事業特別会計決算

平成２３年度水道事業会計決算

平成２３年度下水道事業会計決算

平成２３年度病院事業会計決算

自家用有償旅客運送条例制定

福祉医療費助成に関する条例の一部改正

防災会議条例及び災害対策本部条例の一部改正

住生活基本計画（住宅マスタープラン）を定める件

人権擁護委員の推薦

議

長

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

承　　認（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）
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原案可決（全会一致）
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原案可決（賛15・反2）

同　　意（全会一致）
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靖
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議決結果



決算特別委員会報告

やしろ鴨川の郷

伝の助ブランド

（注）―は数値が０以下（赤字が存在しない等）
　　であることを示している。

いずれの数値も良好であった。

【
問
】農
業
再
生
協
議
会
は
う
ま

く
機
能
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】水
田
農
業
推
進
協
議
会
、

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

が
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

ス
ム
ー
ズ
に
事
業
を
推
進
し
て

い
る
。

【
問
】
ＪＡ
み
の
り
営
農
部
会
へ
の

補
助
金
は
、
決
算
書
の
繰
越
額

か
ら
す
る
と
適
切
な
の
か
。

【
答
】各
部
会
で
色
々
な
目
的
を

も
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
は
効
果
的
な
使
い
方
に
つ

い
て
協
議
を
し
て
い
く
。

【
問
】
ＪＡ
み
の
り
営
農
部
会
へ
の

補
助
金
は
も
っ
と
透
明
性
の
あ

る
ル
ー
ル
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
】各
部
会
の
体
制
づ
く
り
と

と
も
に
改
善
し
て
い
く
。

【
問
】や
し
ろ
鴨
川
の
郷
の
経
営

は
改
善
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】宿
泊
施
設
収
入
が
減
少
し

て
お
り
改
善
し
て
い
な
い
。
近

隣
の
ゴ
ル
フ
場
と
提
携
す
る
な

ど
改
善
に
向
け
努
力
し
た
い
。

【
問
】地
域
経
済
活
性
化
基
本
計

画
策
定
の
内
容
は
。

【
答
】工
業
団
地
へ
の
立
地
支
援
、

創
業
、
経
営
革
新
の
促
進
、
企

業
情
報
の
発
信
支
援
、
商
工
会

青
年
部
の
活
性
化
、
道
の
駅
と

う
じ
ょ
う
の
強
化
、
伝
の
助
ブ

ラ
ン
ド
の
強
化
な
ど
を
重
点
項

目
と
し
て
い
る
。

【
問
】特
産
加
工
品
開
発
研
究
会

の
活
動
実
態
は
ど
う
か
。

【
答
】社
高
校
生
活
科
学
科
と
マ

フ
ィ
ン
グ
ル
ー
プ
で
、
そ
れ
ぞ

れ
加
東
市
の
特
産
品
を
使
っ
た

開
発
研
究
を
し
て
い
る
。

【
問
】加
東
市
た
め
池
集
作
成
業

務
の
完
成
後
の
取
り
扱
い
は
。

【
答
】市
内
公
立
小
学
校
５
年
生
、

６
年
生
の
社
会
科
授
業
で
の
活

用
の
ほ
か
、
市
内
図
書
館
、
関

係
機
関
へ
配
布
し
て
い
る
。

５ 加東市 議会だより Ｎｏ.２３

　平成２３年度各会計の決算につ
いて、議長と監査委員を除く１６名
の議員で構成する決算特別委員
会（二階一夫委員長）を設置し、審
査を行った。

会 計 種 別
一　般　会　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険保険事業特別会計

介護保険サービス事業特別会計

174億   691万円

35億4,942万円

3億2,863万円

27億8,670万円

4億4,338万円

71億  813万円

24億4,519万円

12億2,970万円

16億1,455万円

52億8,944万円

298億  448万円

181億8,794万円

36億7,770万円

3億3,498万円

28億3,583万円

4億4,357万円

72億9,208万円

23億5,146万円

12億5,330万円

13億6,313万円

49億6,789万円

304億4,791万円

小　　　　計

合　　　　計

小　　　　計

特

別

会

計

企
業
会
計

病院事業会計

下水道事業会計

水道事業会計

歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額

※企業会計は、収益的収入および支出額（消費税込み）を計上しています。

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災害復旧費
公 債 費
合　　計

一 般 会 計 歳 出 内 訳
2億　629万円
28億4,227万円
50億　768万円�
16億9,586万円�

9,851万円�
8億4,655万円�
2億5,567万円�
17億1,091万円�
7億7,186万円�
15億8,809万円�

5,017万円�
23億3,305万円�
174億　691万円

市 税 �
地方交付税
国庫支出金
県 支 出 金
使 用 料
譲与税・交付金
市 債
そ の 他
合　　計

一 般 会 計 歳 入 内 訳
69億7,576万円
36億4,215万円
16億2,659万円�
9億3,723万円�
6億8,435万円�
12億　 23万円�
18億3,750万円�
12億8,413万円�
181億8,794万円

平成 23 年度
会計決算の概要

●市債（市の借金）残高
　383億3,024万円
　　（前年度比）16億6,746万円減

●市の基金（貯金）等残高
　 95億6,823万円
　　（前年度比）13億1,214万円増

加東市の比率

―

―

14.5％

─

早期健全化基準

13.08％

18.08％

  25.0％

350.0％

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

地
域
整
備
部

※1万円以下は四捨五入



社中央公園

とどろき荘

【
問
】「
地
域
支
え
合
い
体
制
づ

く
り
」
の
物
忘
れ
相
談
プ
ロ
グ

ラ
ム
５
台
の
活
用
に
つ
い
て
。

【
答
】３
台
は
ラ
ポ
ー
ト
や
し
ろ

と
滝
野
・
東
条
庁
舎
窓
口
に
置

き
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
総
合
相
談
に
利
用
し
て
い
る
。

　
１
台
は
加
東
市
民
病
院
へ
貸

し
出
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
地

域
ケ
ア
ホ
ッ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
各
種
行
事
に
は
持
ち
出
し
て

活
用
し
て
い
る
。

【
問
】と
ど
ろ
き
荘
の
ス
ロ
ッ
ト

の
設
置
手
数
料
は
目
的
外
使
用

料
と
し
て
入
っ
て
い
る
か
。

【
答
】移
動
が
可
能
な
の
で
、
と

ど
ろ
き
荘
で
運
営
し
て
い
る
ロ

ビ
ー
の
土
産
物
コ
ー
ナ
ー
と
同

様
、
自
主
事
業
収
入
と
し
て
と

ど
ろ
き
荘
の
収
入
に
な
っ
て
い

る
。

【
問
】人
件
費
比
率
が
７０
％
を
超

え
て
い
る
が
、
６０
％
ぐ
ら
い
が

健
全
な
病
院
経
営
と
言
わ
れ
る

中
、
改
善
の
余
地
は
。

【
答
】医
師
だ
け
で
は
な
く
医
療

チ
ー
ム
全
体
で
医
業
収
益
を
上

げ
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
く
。

【
問
】平
成
１９
年
度
の
未
収
金
が

突
出
し
て
い
る
要
因
は
。

【
答
】高
額
の
滞
納
者
が
数
名
い

る
。

【
問
】Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
電
子
カ
ル
テ
導

入
で
診
療
の
改
善
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
。�  

【
答
】Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
利
用
者
数
も
一

年
間
に
２
千
人
と
か
な
り
多
く
、

開
業
医
に
も
紹
介
し
て
も
ら
う

形
で
地
域
連
携
を
通
し
て
活
用

し
て
い
る
。�  

　
ま
た
、
紙
カ
ル
テ
の
持
ち
回

り
が
な
く
な
り
、
瞬
時
に
全
て

の
診
療
科
の
情
報
・
検
査
内
容

が
わ
か
る
の
で
、
診
療
に
時
間

を
費
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

【
問
】ケ
ア
ホ
ー
ム
か
と
う
の
民

営
化
は
可
能
か
。

【
答
】民
営
化
を
し
て
も
加
東
市

民
病
院
と
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
き
、
市
民
が
利
用
で
き
る

体
制
が
確
保
で
き
れ
ば
可
能
か

と
思
う
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
積

極
的
に
進
め
る
時
期
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

【
問
】加
東
市
橋
梁
点
検
の
結
果

は
。

【
答
】緊
急
に
対
応
が
必
要
な
橋

は
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
を
基

に
橋
梁
の
修
繕
を
し
て
、
長
寿

命
化
を
図
っ
て
い
く
。

　（
注
）点
検
結
果
で
健
全
度
が

比
較
的
低
い
橋
梁
を
再
度
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
滝
見
橋
が
車
両

の
通
行
に
耐
え
ら
れ
る
状
態
で

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

１０
月

１８
日
か
ら
通
行
止
め
と
し

た
。

【
問
】ト
イ
レ
水
洗
化
率
の
向
上

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

【
答
】水
洗
に
さ
れ
な
い
方
は
、

高
齢
化
、
資
金
不
足
の
理
由
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
こ
ま
め
に

水
洗
化
の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

【
問
】水
道
事
業
の
特
別
損
失
は

な
に
か
。

【
答
】ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
破
産
、

死
亡
、
休
止
料
金
の
不
納
欠
損
、

漏
水
減
免
で
あ
る
。

【
問
】未
回
収
の
料
金
は
ど
の
よ

う
に
回
収
す
る
の
か
。

【
答
】月
に
一
度
、
ま
た
は
臨
時

で
給
水
停
止
の
執
行
を
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
そ
の
日
に
合
せ
て
夜

間
訪
問
を
し
、
徴
収
に
努
め
て

い
る
。

【
問
】市
発
注
工
事
の
変
更
契
約

の
額
が
、
昨
年
よ
り
減
っ
た
理

由
は
。

【
答
】よ
り
一
層
精
査
し
て
、
減

ら
す
よ
う
に
努
め
た
。

【
問
】昨
年
に
比
べ
、
家
賃
等
の

滞
納
額
は
減
っ
て
い
る
が
、
今

年
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】明
け
渡
し
請
求
な
ど
強
い

姿
勢
で
さ
ら
に
徴
収
に
取
り
組

む
。

【
問
】公
園
の
維
持
管
理
の
基
準

は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】場
所
に
よ
っ
て
植
栽
の
量

な
ど
が
違
っ
た
り
し
て
お
り
、

状
況
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

【
問
】市
道
パ
ト
ロ
ー
ル
の
契
約

に
よ
る
点
検
の
範
囲
は
。

【
答
】市
内
全
域
を
４
地
域
に
分

け
て
、
月
１
回
の
定
期
パ
ト
ロ

ー
ル
の
中
で
、
道
の
傷
ん
だ
箇

所
や
落
ち
葉
な
ど
で
道
路
側
溝

の
水
の
は
け
な
い
場
所
、
倒
木

な
ど
を
確
認
し
て
い
る
。

【
問
】耕
作
放
棄
地
の
対
処
は
。

【
答
】約

１１
　
の
耕
作
放
棄
地
を

確
認
し
て
い
る
。

　
所
有
者
と
し
て
農
地
を
ど
の

よ
う
な
管
理
を
し
て
い
く
の
か

意
向
を
聞
き
、
今
後
、
耕
作
放

棄
地
の
解
消
に
向
け
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
等
を
送
り
指
導
し
て
い
く
。

【
問
】農
地
所
有
者
が
転
居
し
て

い
る
場
合
の
耕
作
放
棄
地
の
対

応
は
。

【
答
】周
り
の
農
地
へ
の
影
響
が

大
き
い
た
め
、
加
東
市

２５
人
の

農
業
委
員
を
通
じ
て
、
ひ
ど
い

場
合
は
個
別
に
対
応
を
行
う
。

【
問
】無
断
転
用
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
。

【
答
】４
件
、

１６
筆
の
指
導
を
し

て
い
る
。
そ
の
内
１
件
は
、
農

業
委
員
会
か
ら
勧
告
書
を
送
付

し
、
県
に
報
告
を
し
た
。

【
問
】屋
外
広
告
物
の
手
数
料
は
。

【
答
】２３
万
４
０
０
円
の
収
入
で

新
規
が
８
件
、
継
続
更
新
が

３６

件
の
合
計

４４
件
で
あ
る
。

【
問
】違
反
屋
外
広
告
物
へ
の
対

応
は
。

【
答
】年
１
回
国
土
交
通
省
、
県
、

周
辺
市
合
同
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
違
反
広
告
物
に
つ
い

て
は
指
導
し
て
い
る
。

６加東市 議会だより Ｎｏ.２３

ｈａ
農
業
委
員
会

加
東
市
民
病
院

建

設

部

上
下
水
道
部

福

祉

部



【
問
】保
育
料
で
約
４
百
万
円
の

未
収
金
が
あ
る
が
、
子
ど
も
手

当
を
支
給
し
た
際
、
保
育
料
を

徴
収
し
て
滞
納
額
を
減
ら
す
考

え
は
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】滞
納
の
あ
る
人
に
つ
い
て

は
子
ど
も
手
当
を
窓
口
払
い
に

し
て
、
保
育
料
へ
の
充
当
を
お

願
い
し
、
平
成

２３
年
度
に
つ
い

て
は
約
１
８
６
万
円
の
入
金
と

な
っ
て
い
る
。

【
問
】社
会
福
祉
事
業
の
用
地
賃

貸
料
の
減
額
交
渉
は
。

【
答
】と
ど
ろ
き
荘
用
地
の
借
地

料
を
平
成

２３
年
度
か
ら

１０
％
減

額
と
し
た
。

【
問
】住
宅
手
当
緊
急
特
別
借
置

事
業
住
宅
手
当
に
つ
い
て
説
明

願
う
。

【
答
】生
活
保
護
を
受
け
る
一
歩

手
前
で
離
職
に
よ
り
住
居
を
失

っ
た
人
に
住
居
を
確
保
す
る
目

的
で
、
半
年
を
限
度
に
家
賃
を

支
払
う
制
度
で
あ
る
。

【
問
】手
話
通
訳
者
は
十
分
な
人

数
が
い
る
か
。

【
答
】派
遣
は
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
て
い
る
。
加
東
市
で

県
の
認
定
合
格
者
は
１
名
。
市

の
合
格
者
は
３
名
。
対
応
で
き

な
い
場
合
は
県
か
ら
の
派
遣
を

受
け
て
い
る
。

【
問
】太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
補
助
金
が
出
て
い
る
が
、

実
績
数
は
。

【
答
】市
内
業
者
に
よ
る
施
工
が

２４
件
、
３
５
７
万
４
千
円
。
市

外
業
者
に
よ
る
施
工
が

６２
件
、

６
１
０
万
５
千
円
で
あ
っ
た
。

【
問
】国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い

て
、
４
２
１
世
帯
で
３
億
円
を

滞
納
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】４
２
１
世
帯
は
短
期
証
等

を
発
行
し
て
い
る
世
帯
数
で
あ

り
、
短
期
証
に
該
当
し
な
い
世

帯
も
あ
る
た
め
、
一
世
帯
あ
た

り
の
滞
納
額
は
約

３８
万
〜

４０
万

円
で
あ
る
。

【
問
】滞
納
整
理
を
基
準
に
沿
っ

て
行
っ
て
い
れ
ば
、
滞
納
額
が

増
加
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い

と
思
う
が
。

【
答
】１
ヶ
月
証
・
資
格
者
証
に

つ
い
て
は
分
納
し
て
い
て
も
、

滞
納
額
が
毎
年
累
積
す
る
の
で

減
っ
て
こ
な
い
。
資
格
者
証
の

方
は
病
院
に
行
か
れ
な
い
と
接

触
が
で
き
に
く
い
。

　
１８
歳
未
満
の
子
供
に
つ
い
て

は
、
６
ヶ
月
証
を
出
し
て
い
る

の
で
納
付
相
談
に
な
か
な
か
応

じ
て
く
れ
な
い
。

【
問
】衛
星
携
帯
電
話
を
８
台
購

入
し
た
が
設
置
場
所
は
。

【
答
】８
地
区
の
公
民
館
に
設
置

し
、
地
元
で
管
理
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
毎
月
１
日
に
市
役

所
と
公
民
館
の
間
で
点
検
交
信

を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】特
定
基
本
健
診
の
受
診
率

が
６５
％
以
下
だ
と
、
国
か
ら
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
が
。

【
答
】加
東
市
の
特
定
基
本
健
診

の
受
診
率
は

３２
・
３
％
で
あ
る
。

国
に
よ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
今

検
討
中
だ
が
、
市
町
村
国
保
は

ど
こ
も

６５
％
に
達
し
て
い
な
い
。

【
問
】
３２
地
区
の
自
主
防
災
訓
練

は
地
区
か
ら
の
要
請
に
よ
る
も

の
か
。

【
答
】昨
年
度
か
ら
自
主
防
災
組

織
の
強
化
育
成
で
区
長
会
に
依

頼
し
、
防
災
課
・
加
東
消
防
署

と
合
同
で
訓
練
し
て
い
る
。

【
問
】防
災
備
蓄
倉
庫
の
位
置
に
、

水
害
の
危
険
等
問
題
は
な
い
か
。

【
答
】設
置
場
所
が
適
切
か
ど
う

か
消
防
団
の
意
見
を
収
集
し
、

将
来
の
配
置
計
画
も
検
討
す
る
。

【
問
】語
学
（
英
語
）
指
導
員
派

遣
事
業
で
は
生
徒
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
か
。

【
答
】本
年
２
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
小
・
中
学
校
と
も
に

大
半
が
肯
定
的
な
回
答
が
あ
っ

た
。

　
授
業
は
楽
し
い

　
　
小
学
生
　
　

８９
・
４
％

　
　
中
学
生
　
　

８６
・
７
％

　
授
業
は
わ
か
り
や
す
い

　
　
小
学
生
　
　

８６
・
４
％

　
　
中
学
生
　
　

８５
・
４
％

　
先
生
と
話
し
や
す
い

　
　
小
学
生
　
　

８４
・
２
％

　
　
中
学
生
　
　

７９
・
０
％

　
英
語
が
好
き
に
な
っ
た

　
　
小
学
生
　
　

９３
・
９
％

　
外
国
の
事
を
も
っ
と
知
り
た

　
い
　

　
　
中
学
生
　
　

８６
・
６
％

　
英
語
の
発
音
は
参
考
に
な
る

　
　
中
学
生
　
　

８８
・
２
％

　
外
国
の
生
活
や
文
化
に
つ
い

　
て
興
味
を
持
っ
た

　
　
中
学
生
　
　

８３
・
０
％

【
問
】不
登
校
対
策
事
業
の
成
果

に
つ
い
て
問
う
。

【
答
】年
間

３０
日
以
上
学
校
に
来

ら
れ
な
い
子
供
は
中
学
校
で

１９

名
、
小
学
校
で
７
名
で
あ
り
、

昨
年
に
比
べ
て
若
干
減
っ
て
い

る
。
適
応
教
室
に
は
４
名
の
子

供
が
来
て
い
る
が
、
適
応
教
室

に
も
来
ら
れ
な
い
子
供
が
増
え

て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
子
供
に

は
大
学
生
を
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン

ド
と
い
う
形
で
派
遣
し
て
い
る
。

【
問
】学
生
で
対
応
で
き
る
の
か
。

【
答
】兵
庫
教
育
大
学
に
「

っ
く
す
」
と
い
う
大
学
の
先
生

を
中
心
に
し
た
学
生
の
組
織
が

あ
り
、
北
播
磨
一
帯
の
不
登
校

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
問
】住
宅
新
築
・
改
修
資
金
の

貸
し
付
け
で
、
平
成
３３
年
度
ま

で
償
還
が
あ
る
が
、
貸
付
金
の

滞
納
整
理
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

【
答
】回
収
に
あ
た
っ
て
督
促
等

を
行
っ
て
い
る
が
、
応
じ
ら
れ

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
平
成

２３

年
度
に
弁
護
士
と
委
託
契
約
を

結
び
、
法
的
手
続
き
を
と
り
、

債
権
回
収
に
努
め
て
い
る
。

【
問
】給
食
費
に
つ
い
て
は
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

【
答
】給
食
評
議
委
員
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
調

整
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
消
費
税
の
問
題
も
あ
り
今

後
の
課
題
で
あ
る
。
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やしろの桃を使った
「桃ジャム大福」

公共施設用地の借地

【
問
】兵
庫
教
育
大
学
と
の
連
携

強
化
事
業
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
健

康
食
の
共
同
研
究
の
中
で
、
成

果
品
は
あ
る
の
か
。

【
答
】ラ
タ
ト
ゥ
ー
ユ
と
い
う
フ

ラ
ン
ス
風
煮
込
み
料
理
や
、
や

し
ろ
の
桃
を
活
用
し
た
桃
ジ
ャ

ム
大
福
等
を
作
っ
た
。
今
年
度

は
商
工
会
と
の
連
携
で
商
品
化

を
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

策
定
事
業
に
つ
い
て
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
業
務
委
託
し
て
い
る

が
、
市
の
意
向
を
十
分
伝
え
反

映
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

【
答
】前
期
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た

っ
て
は
市
の
意
向
を
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
参
加
の
条
件
と
し
て
示
し

て
い
る
。

【
問
】総
合
計
画
に
つ
い
て
国
で

は
義
務
付
け
を
し
て
い
な
い
中

で
、
自
主
的
に
作
成
す
る
と
し

て
い
る
が
、
今
後
、
加
東
市
と

し
て
の
独
自
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
特
徴
は
何
か
。

【
答
】成
果
指
標
を
導
入
す
る
と

と
も
に
市
民
と
協
働
で
進
め
る

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、「
市
の

取
り
組
み
」
だ
け
で
な
く
「
市

民
や
団
体
等
の
取
り
組
み
」
を

併
記
し
、「
自
助
」「
共
助
」
の

視
点
を
加
え
、
市
民
と
共
に
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の

指
針
と
し
て
い
る
。

【
問
】議
会
放
送
と
し
て
占
用
で

き
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
な
い
の
か
。

【
答
】現
在
は
７
０
２
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
放
送
は
し
て
い
る
が
、
占

用
は
考
え
て
い
な
い
。

【
問
】収
支
に
つ
い
て
は
バ
ラ
ン

ス
は
取
れ
て
い
る
が
、
委
託
料

の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
理
由

は
。

【
答
】ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
事
業

と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
等
が
専
門

的
で
委
託
料
が
ウ
エ
ー
ト
を
占

め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】例
規
集
デ
ー
タ
の
更
新
を

し
て
い
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
見
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
る
。

な
ぜ
公
開
し
な
い
の
か
。

【
答
】今
後
、
情
報
公
開
の
観
点

か
ら
ど
の
よ
う
な
手
法
で
公
開

す
べ
き
か
を
考
え
て
い
く
。

【
問
】市
債
借
り
入
れ
に
つ
い
て
、

県
の
共
済
組
合
等
よ
り
高
い
金

利
で
借
り
入
れ
て
い
る
が
、
民

間
で
は
も
っ
と
安
く
借
り
入
れ

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】県
と
の
協
議
の
中
で
決
め

て
き
た
こ
と
だ
が
、
今
後
に
つ

い
て
は
選
択
も
視
野
に
入
れ
て

考
え
て
い
く
。

【
問
】約
７
億
円
の
黒
字
を
出
し

な
が
ら
、
臨
時
財
政
対
策
債
を

１０
億
円
余
り
借
り
入
れ
る
の
は
、

返
済
時
に
交
付
税
と
し
て
か
え

っ
て
く
る
と
は
い
え
不
自
然
で

は
な
い
か
。

【
答
】結
果
的
に
黒
字
に
な
っ
て

い
る
が
、
予
算
当
初
は
見
込
め

な
い
部
分
が
あ
っ
た
。
次
年
度

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
考
慮

し
て
い
き
た
い
。

【
問
】財
政
状
況
が
黒
字
で
あ
る

こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
だ
が
、

逆
に
黒
字
部
分
は
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
か
。

【
答
】基
本
的
に
収
支
黒
字
部
分

は
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
使
う
こ
と

は
当
然
と
し
て
い
る
が
、
将
来

普
通
交
付
税
が
段
階
的
に
減
額

さ
れ
る
。
そ
れ
に
備
え
る
こ
と

も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】少
額
の
入
札
に
お
け
る
過

剰
競
争
に
つ
い
て
、
改
善
さ
れ

た
点
は
あ
る
の
か
。

【
答
】少
額
の
も
の
に
つ
い
て
は

細
分
化
し
た
上
で
何
社
か
ず
つ

と
い
う
形
で
受
注
機
会
を
増
や

せ
る
よ
う
行
っ
て
い
る
。

【
問
】予
定
価
格
に
つ
い
て
、
加

東
市
は
公
表
し
な
い
の
か
。

【
答
】現
在
は
公
表
し
て
い
な
い

が
、
今
後
公
表
の
方
向
で
検
討

し
て
い
る
。

【
問
】市
の
借
地
に
対
し
、
現
況

の
地
目
に
応
じ
て
課
税
は
し
て

い
る
か
。

【
答
】昨
年
か
ら
借
地
整
理
検
討

委
員
会
に
お
い
て
内
容
を
提
示

し
検
討
し
て
い
る
が
、
平
成
２４

年
度
は
課
税
に
至
っ
て
い
な
い
。

内
容
を
更
に
明
ら
か
に
し
、
方

針
を
決
め
て
い
く
段
階
で
あ
る
。

【
問
】税
務
課
の
税
徴
収
率
が
か

な
り
上
が
っ
て
い
る
の
は
県
か

ら
の
支
援
チ
ー
ム
の
効
果
な
の

か
。

【
答
】県
か
ら
の
支
援
チ
ー
ム
の

派
遣
は
、
平
成
２３
年
度
は
受
け

て
い
な
い
が
、
平
成
２１
年
度
か

ら
債
権
の
回
収
方
法
、
法
的
な

手
法
等
を
含
め
指
導
を
受
け
収

納
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

 

平
成
２３
年
度
一
般
会
計
決
算

 

賛
成
討
論

　
団
体
へ
の
定
額
補
助
の
あ
り

方
等
改
善
す
べ
き
点
も
多
い
が
、

昨
年
来
指
摘
し
て
き
た
公
営
住

宅
の
滞
納
整
理
等
、
解
決
に
向

け
て
前
向
き
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
評
価
し
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
尾
）

　
地
域
経
済
活
性
化
基
本
計
画

の
策
定
に
取
り
組
み
、
住
宅
用

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
補
助
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
利
便
性
向

上
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
を
評
価

す
る
。
ま
た
、
約
７
億
２
千
万

円
の
黒
字
決
算
と
な
る
な
ど
、

健
全
な
財
政
を
維
持
で
き
て
い

る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
田
）

全
会
計
の
決
算
を
全
会
一
致
で

認
定

企

画

部

総

務

部

８加東市 議会だより Ｎｏ.２３



委 員 会 報 告

実績考課シート

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
つ

い
て

基
本
計
画
の
概
要

（１）
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
の
行
政
経
営
計
画
、
市
民

と
協
働
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

計
画
と
位
置
づ
け
て
策
定
す
る
。

（２）
主
要
施
策
の
統
廃
合

　
前
期
基
本
計
画
の
総
括
お
よ

び
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、

社
会
経
済
情
勢
や
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
総
合
計

画
の
政
策
・
施
策
・
主
要
施
策
・

基
本
事
業
と
い
う
政
策
体
系
に

つ
い
て
、
主
要
施
策
以
下
を
統

廃
合
す
る
。

基
本
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

概
要

　
平
成
２４
年
１
月
２６
日
〜
２
月

６
日
ま
で
の
期
間

○
市
内
に
在
住
す
る
１８
歳
以
上

の
男
女
４
千
人
の
方
を
無
作
為

に
抽
出
し
て
郵
送
で
実
施

○
１
５
０
８
通
を
回
収
（
回
収

率
３７
・
７
％
）

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
後
期

基
本
計
画
に
反
映
す
る
た
め
に
、

市
の
様
々
な
施
策
を
市
民
満
足

度
・
重
要
性
に
よ
り
強
化
領
域
・

維
持
領
域
・
検
討
領
域
・
見
直

し
領
域
に
分
類
し
、
分
析
し
た
。

 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
素
案
に
つ
い
て
、
１０
月
頃
に

総
合
計
画
審
議
会
に
諮
問
す
る
。

市
政
懇
談
会
、
学
生
フ
ェ
ス
タ

の
催
し
の
中
で
計
画
に
反
映
で

き
る
意
見
を
取
り
入
れ
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
平
成

２５
年
１
月
に
答
申
を
い
た
だ
く

予
定
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の

計
画
案
に
つ
い
て
３
月
定
例
会

で
議
決
を
得
た
い
。

【
問
】ア
ン
ケ
ー
ト
は
３７
％
の
回

収
率
だ
が
、
対
象
者
の
地
域
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
か
。

【
答
】ア
ン
ケ
ー
ト
の
抽
出
は
無

作
為
だ
が
、
社
・
滝
野
・
東
条

の
地
域
ご
と
に
人
数
を
割
り
当

て
た
こ
と
、
回
答
率
が
低
め
な

若
い
人
に
多
め
に
配
分
し
、
高

齢
の
方
の
意
見
に
か
た
よ
ら
な

い
よ
う
に
し
た
。

【
問
】維
持
領
域
と
い
う
と
ら
え

方
を
す
る
と
、
急
ぐ
必
要
も
な

い
と
い
う
考
え
方
に
な
る
が
、

告
知
放
送
は
地
域
に
よ
っ
て
全

く
入
っ
て
い
な
い
。
そ
の
辺
の

バ
ラ
ン
ス
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

【
答
】非
常
時
の
告
知
を
含
め
て

ど
う
す
る
か
が
非
常
に
重
要
で

は
な
い
か
と
分
析
し
て
い
る
。

【
問
】検
討
領
域
に
つ
い
て
の
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
。

【
答
】検
討
領
域
は
満
足
度
が
低

く
て
重
要
性
が
低
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
検
討
領
域
に
入

っ
て
い
る
か
ら
し
な
く
て
よ
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

【
問
】議
会
が
こ
の
総
合
計
画
に

か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
ど
う
思
う
か
。

【
答
】途
中
の
経
過
報
告
の
中
で

委
員
会
、
議
会
の
ほ
う
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
２４
年
市
政
懇
談
会
の
実
施

に
つ
い
て

　
市
長
や
市
の
幹
部
職
員
が
、

地
域
に
お
い
て
市
政
の
現
状
や

課
題
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と

も
に
、
直
接
市
民
の
意
見
を
聞

き
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
こ

と
を
目
的
に
実
施
す
る
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、

①
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要

②
公
共
施
設
の
適
正
化

③
自
主
運
行
バ
ス
等
、
公
共
交

通
の
取
り
組
み

④
新
庁
舎
建
設

⑤
加
東
市
民
病
院
の
現
状
と
課

題
、
今
後
の
方
向
性

【
問
】地
域
か
ら
の
要
望
事
項
を

地
域
別
に
小
冊
子
に
し
て
配
付

で
き
な
い
か
。

【
答
】そ
の
方
向
で
考
え
て
い
る
。

固
定
資
産
税
（
無
道
路
補
正
の

錯
誤
）
の
現
状
に
つ
い
て

　
無
道
路
補
正
の
錯
誤
に
か
か

る
平
成
２１
年
度
か
ら
平
成
２３
年

度
の
修
正
等
に
つ
い
て
課
税
計

算
し
た
結
果
、
対
象
者
は
１
９

２
人
、
修
正
額
は
６
３
９
万
８

８
０
０
円
と
な
っ
た
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
税
の
対
象
者
は

３８
人
で
修
正
額
は
７
万
２
９
０

０
円
で
あ
る
。

【
問
】文
書
で
通
知
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
、
苦
情
の
電
話
等
が
あ

っ
た
か
。

【
答
】納
付
書
は
、
訪
問
後
に
送

付
し
て
い
る
。
当
初
、
新
聞
報

道
・
該
当
者
へ
の
訪
問
・
お
わ

び
の
文
書
の
送
付
の
結
果
、
問

い
合
わ
せ
が
数
件
あ
っ
た
が
、

事
情
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
。

【
問
】対
象
者
全
員
を
訪
問
で
き

る
の
は
日
程
的
に
ど
の
く
ら
い

の
予
定
か
。

【
答
】１０
月
ぐ
ら
い
を
目
標
と
し

て
い
る
。

人
事
考
課
制
度
に
よ
る
勤
勉
手

当
の
成
績
率
反
映
に
つ
い
て

　
平
成
２４
年
６
月
の
勤
勉
手
当

の
総
支
給
額
が
結
果
的
に
３２
万

１
９
９
５
円
超
過
し
た
の
で
、

１２
月
期
の
勤
勉
手
当
で
減
額
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

【
問
】新
聞
報
道
や
議
会
か
ら
の

指
摘
が
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
だ

っ
た
の
か
。

【
答
】超
過
し
た
こ
と
を
知
っ
た

時
点
で
減
額
を
指
示
し
た
。
こ

の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
こ
と

は
反
省
し
て
い
る
。

【
問
】こ
の
人
事
考
課
制
度
は
効

果
が
あ
る
の
か
。

【
答
】業
務
の
方
に
つ
い
て
は
、

か
な
り
向
上
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

９ 加東市 議会だより Ｎｏ.２３

総
務
文
教
常
任
委
員
会



社西部地区（仮称）現地調査

貞守地区農業集落排水施設

道の駅とうじょう  コスモスの館

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直

し
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　
議
会
か
ら
の
指
摘
事
項
と
あ

わ
せ
て
、
計
画
内
容
全
般
に
つ

い
て
精
査
・
修
正
を
行
い
、
第

４
回
策
定
委
員
会
で
協
議
さ
れ
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
意
見

を
募
集
し
、
第
５
回
策
定
委
員

会
で
最
終
案
を
ま
と
め
た
。

【
問
】旧
の
計
画
に
あ
っ
た
項
目

等
の
多
く
が
削
除
さ
れ
て
い
る

が
問
題
は
な
い
の
か
。

【
答
】住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

連
携
を
取
っ
て
い
く
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
記
述
が
あ

る
か
ら
削
除
し
て
い
る
。

社
西
部
地
区
（
仮
称
）
区
画
整

理
事
業
協
議
状
況
に
つ
い
て

　
平
成
１８
年
１０
月
に
社
地
区
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
か
ら
区
画
整

理
事
業
の
要
望
が
あ
り
、
平
成

１９
年
２
月
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社

会
づ
く
り
実
践
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
を
受
け
、
総
合
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
開
始
し

た
。

　
平
成
２１
年
度
当
初
は
７
　
程

度
で
の
実
施
予
定
が
、
共
同
住

宅
の
建
設
が
進
み
、
減
歩
率
が

約
５０
％
と
高
い
こ
と
か
ら
事
業

へ
の
不
参
加
が
増
え
た
。

　
１
年
間
停
滞
し
、
平
成
２３
年

度
で
の
参
加
予
定
は
約
１
・
３

　
ま
で
減
少
し
た
が
、
事
業
化

し
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
平

成
２４
年
度
は
、
区
画
整
理
事
業

以
外
の
整
備
手
法
も
考
慮
し
て

地
権
者
と
検
討
す
る
。

【
問
】共
同
住
宅
の
建
設
に
よ
り

車
の
通
行
も
多
く
、
少
な
く
と

も
道
路
整
備
は
必
要
と
思
う
が
、

区
画
整
理
事
業
と
一
体
的
な
整

備
の
方
向
性
は
。

【
答
】区
画
整
理
自
体
は
効
果
的

な
事
業
で
あ
る
が
、
施
行
区
域

が
狭
小
で
あ
り
減
歩
率
も
大
き

く
な
る
。
今
後
も
区
画
整
理
と

道
路
整
備
の
両
面
で
地
権
者
と

協
議
す
る
。

道
の
駅
と
う
じ
ょ
う
農
産
物
直

売
所

　
プ
レ
ハ
ブ
構
造
に
よ
り
総
事

業
費
２
２
０
０
万
円
で
建
設
し

８
月
８
日
に
竣
工
式
を
終
え
た
。

　
仮
設
テ
ン
ト
（
野
外
）
販
売

に
よ
る
課
題
の
改
善
に
よ
り
、

地
産
地
消
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
食
の
住
民
へ
の
提
供
・
市
内

農
産
物
生
産
農
家
育
成
・
販
売

額
の
増
加
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
的
と
す
る
。

【
問
】販
売
農
家
の
対
象
は
、
今

ま
で
の
よ
う
に
東
条
地
域
の
み

な
の
か
。

【
答
】市
内
全
域
の
販
売
農
家
を

対
象
と
し
、
会
員
は
７０
名
で
東

条
地
域
以
外
で
は
１０
名
程
度
で

あ
る
。

南
山
第
２
配
水
池
築
造
工
事
に

つ
い
て

　
南
山
に
現
在
あ
る
１
５
０
０

ｔ
の
タ
ン
ク
の
横
に
、
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
の
負
担

で
８
０
０
ｔ
の
タ
ン
ク
を
設
置

す
る
も
の
で
あ
る
。
岩
屋
配
水

池
の
水
量
不
足
を
補
う
役
目
も

兼
ね
て
い
る
。
地
震
等
の
災
害

時
に
作
動
す
る
緊
急
遮
断
弁
を

取
り
付
け
、
１
５
０
０
ｔ
の
タ

ン
ク
が
緊
急
時
に
貯
水
槽
と
し

て
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

平
成
２４
年
度
主
要
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

 

建
設
部

○
住
宅
使
用
料
の
長
期
高
額
滞

納
者
２
人
に
対
し
、
７
月
下
旬

に
市
の
訴
え
ど
お
り
に
明
け
渡

し
、
支
払
い
の
判
決
が
確
定
し

た
。
し
か
し
実
質
的
な
退
去
が

見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
強
制

執
行
の
準
備
中
で
あ
る
。

【
問
】公
園
長
寿
命
化
計
画
の
中

で
６７
か
所
の
公
園
ト
イ
レ
等
の

維
持
管
理
体
制
は
、
ど
の
よ
う

な
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】当
初
は
、
近
隣
、
地
区
の

方
々
に
依
頼
し
て
い
た
が
、
高

齢
化
も
あ
り
、
今
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い

る
。
市
と
し
て
も
、
不
定
期
で

は
あ
る
が
点
検
に
回
っ
て
い
る
。      

【
問
】嬉
野
東
地
区
基
本
計
画
策

定
業
務
委
託
の
進
捗
状
況
は
。

【
答
】嬉
野
東
地
区
と
の
協
議
に

つ
い
て
は
、
１０
月
の
予
定
を
前

倒
し
で
、
９
月
下
旬
に
話
し
合

い
を
持
つ
予
定
で
あ
る
。

【
問
】せ
せ
ら
ぎ
東
条
へ
の
貞
守

処
理
区
接
続
工
事
に
関
し
て
地

区
と
の
話
し
合
い
は
し
た
の
か
。

【
答
】工
事
に
関
し
て
は
、
稲
刈

り
後
に
工
事
に
か
か
る
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
せ
せ

ら
ぎ
東
条
へ
の
接
続
に
関
し
て

は
、
新
定
地
区
に
説
明
協
議
中

で
あ
る
。

 

農
業
委
員
会

　
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
に
よ
る
事
前
調
査
や

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
新
た

に
耕
作
放
棄
地
が
な
い
か
調
査

し
、
確
認
さ
れ
た
耕
作
放
棄
地

に
つ
い
て
は
、
文
書
等
で
指
導

し
、
ほ
場
整
備
さ
れ
た
優
良
農

地
に
つ
い
て
は
戸
別
訪
問
等
に

よ
り
指
導
す
る
。
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福祉タクシー利用実績の比較（７月～６月）

平成 23 年度地区別利用実績（７月～６月）

申請者数
交付枚数
利用枚数
助成金額

社 地 域
滝野地域
東条地域
合　　計

１,４３１人
４２,９３０枚
２９,６５９枚

１４,８２９,５００円

７８１
３９６
２５４

１,４３１

２３,４３０
１１,８８０

７,６２０
４２,９３０

６９１
３４２
２０７

１,２４０

１６,４４９
８,２９５
４,９１５

２９,６５９

９５６人
２０,６７８枚
１０,２３１枚

６,３８３,２５０円

平成２３年度

申請者数 交付枚数 利用者数 利用枚数

平成２２年度

加
東
市
民
病
院
経
営
健
全
化
基

本
計
画
に
つ
い
て

　
第
２
次
の
計
画
で
、
計
画
の

期
間
は
平
成
２４
年
度
か
ら
平
成

２６
年
度
ま
で
の
３
年
間
。

・
医
師
数
が
減
少
し
て
い
る
現

状
だ
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
顔
が
見

え
る
病
院
を
目
指
し
、
可
能
な

限
り
地
元
で
治
療
を
行
い
、
高

度
な
医
療
が
必
要
な
場
合
は
他

病
院
と
の
橋
渡
し
を
す
る
な
ど
、

病
院
の
規
模
を
活
か
し
た
病
院

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

・
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、
応
援
医
師
に
よ
る
診

療
体
制
の
拡
充
を
図
る
。

・「
北
は
り
ま
絆
ネ
ッ
ト
」
を

活
用
し
、
機
能
分
担
を
図
っ
て

地
域
完
結
型
の
医
療
の
実
現
を

目
指
す
。

・
長
期
入
院
患
者
へ
の
対
応
と

し
て
、
亜
急
性
期
病
床
の
稼
働

率
を
向
上
さ
せ
、
現
１２
床
を
１６

床
に
ま
で
拡
大
す
る
。

・
兵
庫
県
か
ら
指
定
を
受
け
た

「
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
」

を
充
実
さ
せ
、
高
齢
化
へ
の
対

応
を
強
化
し
、
地
域
の
保
健
医

療
水
準
の
向
上
を
目
指
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
実
績

　
平
成
２３
年
７
月
か
ら
、
一
律

に
５
０
０
円
券
を
年
間
３０
枚
交

付
、
１
乗
車
に
つ
き
何
枚
で
も

使
用
可
能
と
し
た
。
ま
た
、
６５

歳
以
上
の
運
転
免
許
証
返
納
者

を
新
た
に
対
象
者
に
加
え
る
等

の
制
度
改
正
に
よ
り
、
利
用
人

数
、
助
成
金
額
と
も
大
幅
に
増

加
し
た
。

【
問
】妊
産
婦
も
対
象
者
に
加
え

て
は
ど
う
か
。

【
答
】関
係
部
局
と
調
整
し
て
い

き
た
い
。

住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者
交

付
に
係
る
本
人
通
知
制
度

　
代
理
人
や
第
三
者
が
住
民
票

の
写
し
や
戸
籍
謄
本
等
を
取
っ

た
と
き
、
そ
の
事
実
を
事
前
登

録
さ
れ
た
本
人
に
知
ら
せ
る
制

度
で
、
頻
発
す
る
身
元
調
査
等

の
た
め
の
不
正
取
得
を
防
止
（
抑

止
）
す
る
ね
ら
い
が
あ
る
。

・
要
綱
を
策
定
し
、
平
成
２４
年

８
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
。

・
制
度
利
用
の
希
望
者
は
、
事

前
登
録
が
必
要
と
な
る
。

・
登
録
期
間
は
３
年
間
と
す
る
。

【
問
】登
録
期
間
の
更
新
に
つ
い

て
の
対
応
を
聞
く
。

【
答
】期
間
満
了
前
に
通
知
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

【
問
】代
理
人
や
第
三
者

の
氏
名
の
公
表
に
つ
い

て
対
応
は
。

【
答
】本
人
の
代
理
人
に

つ
い
て
は
通
知
す
る
。

第
三
者
に
つ
い
て
は
個

人
情
報
保
護
条
例
に
よ

り
氏
名
の
通
知
は
で
き

な
い
が
、
弁
護
士
等
の

職
種
は
通
知
す
る
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

活
動
支
援
事
業
に
つ
い

て　「
介
護
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
加
東

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
中
に
設

置
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
て
業
務
を
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
実
施
す
る
。

・
依
頼
会
員
（
援
助
を
受
け
た

い
高
齢
者
等
）
と
協
力
会
員

（
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
修
了
者
等
）
が
、
互
い

に
登
録
会
員
と
な
り
助
け
合
う

制
度
。

・
依
頼
会
員
へ
の
援
助
内
容
は
、

家
の
中
の
掃
除
、
洗
濯
、
買
い

物
、
通
院
等
外
出
時
の
付
き
添

い
、
話
し
相
手
等
の
簡
単
な
援

助
。

・
平
日
の
８
時
か
ら
１８
時
の
間

で
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

１
時
間
５
０
０
円
、
援
助
終
了

時
に
依
頼
会
員
が
協
力
会
員
に

支
払
う
。

【
問
】生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
概
要
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
】市
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、

年
に
４
回
の
講
座
と
１
回
の
実

習
を
開
催
し
、
講
座
修
了
証
を

交
付
す
る
。

【
問
】こ
の
事
業
は
休
日
も
実
施

で
き
る
と
思
う
が
、
な
ぜ
平
日

に
限
定
し
た
の
か
。

【
答
】事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
対
応
す
る
た

め
、
平
日
と
し
た
。

生
活
保
護
に
つ
い
て

　
全
国
的
に
保
護
世
帯
の
状
況

は
微
増
傾
向
に
あ
り
、
加
東
市

の
平
成
２４
年
７
月
１
日
現
在
の

保
護
率
は
０
・
３
８
３
％
で
あ

る
。

加
東
市
に
お
け
る
生
活
保
護
世

帯
の
推
移
に
つ
い
て
は
、

平
成
２２
年
４
月
１
日
現
在

　
　
１
３
３
世
帯
　
１
５
５
人

平
成
２３
年
４
月
１
日
現
在

　
　
１
２
０
世
帯
　
１
３
８
人

平
成
２４
年
４
月
１
日
現
在

　
　
１
３
１
世
帯
　
１
５
０
人

と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】近
隣
市
の
生
活
保
護
率
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】平
成
２４
年
３
月
時
点
で
小

野
市
０・
３１
％
、加
西
市
０　・
４２
％
、

西
脇
市
０
・
５８
％
、三
木
市
０
・

７６
％
で
あ
る
。

【
問
】例
え
ば
母
子
家
庭
等
で
内

縁
の
夫
が
い
る
場
合
ど
う
判
断

す
る
の
か
。

【
答
】内
縁
の
夫
の
収
入
も
調
査

し
判
断
す
る
。

【
問
】相
談
や
調
査
等
業
務
が
多

忙
だ
が
、
担
当
の
職
員
数
は
足

り
て
い
る
の
か
。

【
答
】ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
が
１

人
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
３
人
、

就
労
支
援
員
も
お
り
不
足
は
し

て
い
な
い
。
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政務調査報告

小松島市 竹原市

　

 

広
島
県
竹
原
市

　
平
成

２４
年
８
月

２１
日
、
広
島

県
竹
原
市
へ
「
道
の
駅
整
備
に

よ
る
地
域
活
性
化
」
に
つ
い
て
、

行
政
視
察
を
行
っ
た
。

　
竹
原
市
の
人
口
は
、
昭
和

５５

年
の
３
万
６
８
５
９
人
を
ピ
ー

ク
に
現
在
２
万
７
９
１
４
人
と

減
少
し
て
い
て
、
高
齢
化
比
率

も
２９
％
と
高
い
傾
向
に
あ
る
。

面
積
は
、
１
１
８
・

３０
　
で
あ

る
。

　「
道
の
駅
た
け
は
ら
」
は
、

重
要
な
観
光
資
源
と
し
て
い
る

重
要
伝
統
的
町
並
み
保
存
地
区

に
隣
接
し
て
お
り
市
の
象
徴
と

し
て
の
場
所
で
あ
る
。
地
元
食

材
を
使
っ
た
創
作
フ
レ
ン
チ
の

レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
防
災
拠
点

機
能
と
し
て
３
０
０
人
が
一
時

避
難
で
き
、
自
家
発
電
施
設
も

設
置
さ
れ
て
い
た
。

　
加
東
市
と
し
て
地
域
・
商
工

会
・
加
東
市
全
体
の
総
意
の
も

と
ＪＡ
み
の
り
も
取
り
込
み
、
販

売
品
を
増
や
し
て
安
定
供
給
す

る
こ
と
が
、
安
定
し
た
売
り
上

げ
に
つ
な
が
る
と
思
っ
た
。

 

徳
島
県
小
松
島
市

　
平
成

２４
年
８
月

２２
日
、
徳
島

県
小
松
島
市
へ
「
議
会
に
よ
る

事
務
事
業
評
価
」
に
つ
い
て
、

行
政
視
察
を
行
っ
た
。

　
人
口
は
現
在
４
万
８
７
６
人
、

面
積
は

４５
・

３０
　
で
加
東
市

と
同
じ
く
ら
い
の
人
口
で
あ
る
。

　
予
算
委
員
会
を
常
任
委
員
会

と
し
、
市
か
ら
の
事
業
評
価
を

ベ
ー
ス
に
議
会
に
お
い
て
事
業

評
価
を
実
施
し
て
い
る
。
翌
年

度
の
予
算
審
議
時
に
も
指
摘
事

項
を
勘
案
し
な
が
ら
審
議
を
行

い
、
全
国
の
自
治
体
議
会
か
ら

「
物
事
を
決
め
て
い
る
議
会
」

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
際

し
て
、
議
会
の
賛
同
が
一
致
し

た
の
か
ど
う
か
の
質
問
に
対
し

て
、
小
松
島
市
議
会
で
は
か
つ

て
改
革
に
後
ろ
向
き
な
議
論
も

あ
っ
た
が
「
一
期
・
二
期
議
員

が
古
参
議
員
と
協
調
し
な
が
ら

改
革
を
推
進
し
て
き
た
」
と
の

こ
と
で
あ
る
。
二
元
代
表
制
の

も
と
、
議
会
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

あ
り
方
と
し
て
、
ま
た
、
事
業

を
議
会
が
議
論
・
評
価
し
て
い

く
上
で
参
考
に
な
っ
た
。

　
両
日
と
も
全
議
員
が
参
加
。

１２加東市 議会だより Ｎｏ.２３

広
島
県
竹
原
市
・
徳
島
県
小
松
島
市
へ
政
務
調
査

広
島
県
竹
原
市
・
徳
島
県
小
松
島
市
へ
政
務
調
査

本会議・委員会の放送予定
　コミュニティチャンネル（７０２ｃｈ）を利用して、完全版の録画放映をしています。ぜひご覧くだ
さい。なお、今回の議会だよりに記載されている内容については、以下の日程で放映される予定です。
（注：緊急時・イベント等状況により変更になる場合があります）

日 　 時

１１月 ９日（金）９：００

１１月１１日（日）９：００

１１月１６日（金）９：００　

１１月１８日（日）９：００

１１月２３日（金）９：００

１１月２５日（日）９：００

１１月３０日（金）９：００

また、１１日・１６日の一般質問の、各議員の放映開始時間のおよその目安は以下のとおりです。
（若干の誤差が生じる可能性はあります。ご了承ください）

９月定例会第１日（議案審議）

９月定例会第２日・３日（一般質問・議案審議）

９月定例会第２日・３日（一般質問・議案審議）

決算特別委員会（企画部、委員会事務局、建設部、議会事務局、農業委員会、地域整備部）

決算特別委員会（教育委員会、市民病院、上下水道部、総務部）

決算特別委員会（福祉部、市民安全部）

常任委員会（総務文教・産業建設・厚生）

再放送１８：００

再放送１８：００

再放送１８：００

再放送１８：００

再放送１８：００

再放送１８：００

再放送１８：００

内 　 　 　 　 　 　 容

※市議会ホームページでもインターネット録画配信をしていますので、あわせてご覧ください。　

石 井 　 正 敏  議 員

小 川 　 忠 市  議 員

磯 貝 　 邦 夫  議 員

小 紫 　 泰 良  議 員

９：００

９：３０

１０：１５�

１１：１０

１８：００

１８：３０

１９：１５

２０：１０

桑 村 　 繁 則  議 員

長 谷 川 幹 雄  議 員

藤 尾 　 　 潔  議 員

１１：３０

１１：５５�

１２：１０

２０：３０

２０：５５

２１：１０

放 送 時 間 放 送 時 間議 員 名 議 員 名



一 般 質 問

いじめ早期発見
　　　　対応マニュアル

山田錦のぼり旗山田錦のぼり旗

ほう れん そう

報告 連絡 相談

１３ 加東市 議会だより Ｎｏ.２３

問答問答

問答

問答問答

加
東
市
に
お
け
る

　
　
　
酒
米
生
産
振
興
推
進
体
制
づ
く
り

学
校
等
で
の
い
じ
め
に
対
す
る

　
　
　
　
　
防
止
対
策
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

市
役
所
の
窓
口
対
応
等
の
あ
り
方
並
び
に

　
　
報
告
・
連
絡
・
相
談
確
認
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

石
井 

正
敏

小
川 

忠
市

磯
貝 

邦
夫

　
　
加
東
の
地
に
も
存
在
し
て
い
た
「
村
米
制
度
」
を

復
活
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
加

東
市
独
自
の
酒
米
振
興
を
ど
の
よ
う
に
計
画
す
る
の
か

問
う
。

　
　
村
米
制
度
は
、
酒
米
振
興
を
進
め
る
上
で
、
価
値

あ
る
取
り
組
み
と
と
ら
え
て
い
る
。
吉
川
地
域
で
は
９

社
の
酒
蔵
が

３８
地
区
（
す
べ
て
特
Ａ
地
区
）
と
村
米
制

度
を
結
ん
で
い
る
。
加
東
市
で
は
村
米
制
度
を
結
ん
で

い
る
地
域
が

１０
地
区
あ
り
、
Ｂ
・
Ｃ
地
区
に
も
広
が
っ

て
い
る
。

　
酒
蔵
経
営
戦
略
と
し
て
、
特
Ａ
地
区
の
酒
米
で
高
級

酒
を
造
る
一
方
、
Ｂ
・
Ｃ
地
区
の
酒
米
で
地
元
産
の
良

い
酒
を
造
る
傾
向
が
あ
る
。
県
内
外
の
小
規
模
経
営
酒

蔵
を
顧
客
と
し
て
獲
得
す
る
な
ど
、
多
面
的
販
路
拡
大

を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
ＪＡ
み
の
り
が
酒
米
販
路
新
規
開
拓
の
た
め
に
蔵
元

を
訪
問
さ
れ
た
件
数
と
そ
の
成
果
を
問
う
。

　
　
平
成

２３
年
度
は
１
３
０
社
訪
問
で
３
５
０
袋
、
平

成
２４
年
度
は

７０
社
訪
問
で
１
６
０
０
袋
の
追
加
注
文
が

あ
っ
た
。

　
　
市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
実
態
と
防
止

対
策
、
い
じ
め
確
認
時
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
１
学
期
末
現
在
の
い
じ
め
の
実
態
は
、
小
学
校
５

件
、
中
学
校
８
件
の
報
告
が
あ
っ
た
。
現
在
は
、
学
校

指
導
で
解
決
し
た
も
の

１０
件
、
継
続
指
導
中
が
３
件
で

あ
る
。
い
じ
め
防
止
策
は
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
が

基
本
と
考
え
て
い
る
。
児
童
生
徒
の
状
況
変
化
を
き
め

細
か
く
把
握
し
、
全
教
職
員
が
連
携
・
協
力
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
い
じ
め
確
認
時
の
対
応
は
、

「
生
徒
指
導
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
組
織
的
か
つ
迅
速

に
対
応
し
て
い
る
。

　
今
後
も
「
い
じ
め
は
絶
対
許
さ
な
い
」
と
い
う
毅
然

と
し
た
態
度
で
学
校
と
連
携
し
、
い
じ
め
を
無
く
す
た

め
の
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

　
　
昨
年
９
月
定
例
会
で
、
住
民
の
住
環
境
改
善
と
地

域
経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
助
成
制
度
導
入
を
提
案
し

た
が
、
そ
の
後
の
制
度
導
入
の
研
究
と
方
向
性
を
問
う
。

　
　
災
害
か
ら
市
民
の
安
全
を
守
る
観
点
と
地
域
の
経

済
効
果
に
も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
兵
庫
県
の
「
耐
震

改
修
促
進
事
業
」
に
上

乗
せ
し
た
助
成
制
度
に

取
り
組
む
方
向
を
固
め
た
。

そ
の
他
の
質
問

□
国
道
３
７
２
号
開
通

　
に
伴
う
交
通
事
故
防

　
止
対
策
に
つ
い
て

　
　
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
窓
口
対
応
に
つ
い
て
、

併
せ
て
報
告
・
連
絡
・
相
談
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
問
う
。

　
　
市
民
の
窓
口
の
問
い
合
わ
せ
に
関
し
て
は
、
そ
の

場
で
完
結
し
て
い
る
と
の
思
い
だ
け
で
は
な
く
、
部
署

内
で
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
特
に
苦
情
、
意
見
に
つ
い
て
は
、
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
事
で
あ
る

と
と
ら
え
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
報
告
・
連
絡
・
相
談

に
つ
い
て
も
非
常
に
大
事
で
あ
る
と
と
ら
え
て
お
り
、

ま
た
、
時
期
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
朝
礼
で
訓
示
を

行
っ
て
い
る
。

　
更
に
、
指
示
終
了
後
の
中
間
状
況
を
報
告
さ
せ
、
今

後
の
進
め
方
の
検
討
お
よ
び
、
万
が
一
に
ミ
ス
を
犯
し

た
場
合
の
確
実
な
報
告
・
連
絡
・
相
談
が
大
事
で
あ
る
。

情
報
の
入
手
の
連
絡
、
新
し
い
改
善
方
法
の
連
絡
・
相

談
の
も
と
、
業
務
の
流
れ
を
円
滑
に
す
る
潤
滑
剤
と
し

て
報
告
連
絡
相
談
シ
ー
ト
等
、
よ
り
良
い
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

□
郵
便
局
に
お
け
る

　
証
明
書
交
付
に
つ

　
い
て

□
固
定
資
産
税
、
都

　
市
計
画
税
の
課
税

　
計
算
の
見
誤
り
に

　
つ
い
て



事業仕分け2012

１４加東市 議会だより Ｎｏ.２３

問答

問答問答

問答問答

加
東
市
役
所
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
就
業
体
験
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
及
び

　
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

事
業
仕
分
け
2
0
1
2
に
つ
い
て

小
紫 

泰
良

桑
村 

繁
則

長
谷
川
幹
雄

　
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
学
生
が
一
定
期
間
企

業
な
ど
の
中
で
研
修
生
と
し
て
働
き
、
自
分
の
専
門
分

野
や
興
味
の
あ
る
分
野
の
就
業
体
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
る
制
度
だ
が
、
加
東
市
で
も
学
生
に
就
業
意
識
の
向

上
と
加
東
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
加
東
市
役
所
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
小
野
特
別
支
援
学
校
、
北
播
磨

特
別
支
援
学
校
他
の
学
校
か
ら
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
、

市
役
所
の
業
務
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、

教
師
、
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
な
ど
の
実
習
先
と
し
て

学
校
等
か
ら
依
頼
を
受
け
対
応
し
て
い
る
。

　
大
学
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
組
織
の
人
員
が

確
保
さ
れ
て
い
る
大
き
な
市
で
は
比
較
的
容
易
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
加
東
市
の
よ
う
な
規
模
の
市
で
は
人
的

に
余
裕
が
な
く
、
受
け
入
れ
等
で
通
常
の
業
務
以
外
の

負
担
が
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
、
受
け
入
れ
態
勢
の
研

究
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

□
記
録
的
短
時
間

　
大
雨
情
報
に
対

　
す
る
加
東
市
の

　
対
応
に
つ
い
て

　
　
市
民
も
評
価
に
参
加
で
き
る
制
度
を
導
入
し
た
成

果
は
ど
う
か
。
ま
た
、
事
業
仕
分
け
の
意
義
は
何
か
。

　
　
傍
聴
か
ら
の
市
民
の
評
価
の
参
加
者
は
３
名
で
あ

っ
た
が
、
事
業
仕
分
け
の
成
果
が
不
十
分
に
な
る
よ
う

な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
市
民
の
参
画
を
得
る
と
い
う
観

点
か
ら
は
、
よ
り
多
く
の
参
画
を
得
る
た
め
の
方
策
に

つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
事
業
仕
分
け
の
意
義
は
①
行
政
の
説
明
責
任
を
果
た

す
こ
と
②
事
業
が
最
適
で
あ
っ
た
か
の
検
討
③
外
部
の

視
点
と
公
開
の
場
で
議
論
す
る
と
い
う
厳
し
い
環
境
を

職
員
が
経
験
す
る
こ
と
に
よ
る
能
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
と
と
ら
え
て
い
る
。

東
条
温
泉
と
ど
ろ
き
荘
に
つ
い
て

　
　
新
聞
等
で
「
現
状
維
持
か
、
廃
止
も
含
め
て
の
検

討
を
し
て
い
る
」
と
の
掲
載
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
現
在
、
利
用
者
数
は
年
間
９
万
人
を
割
り
込
ん
で

い
る
。
年
間
の
収
支
は
、
毎
年
３
千
万
円
を
超
え
る
赤

字
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
源
泉
の
湯
量

調
査
の
結
果
が
１２
月
に

出
る
予
定
で
あ
り
、
現

段
階
で
は
、
源
泉
の
湧

出
量
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
指
定
管
理
期
間
満

了
の
平
成
２７
年
度
ま
で

に
結
論
を
出
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
加
東
市
の
防
災
会
議
に
女
性
委
員
の
登
用
は
あ
る

の
か
。

　
　
防
災
計
画
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
、
加
東
市
の
防

災
会
議
に
お
い
て
も
女
性
委
員
を
委
嘱
す
る
予
定
で
あ

る
。
要
援
護
者
へ
の
対
応
が
で
き
る
民
生
児
童
委
員
、

避
難
所
で
の
健
康
面
に
対
応
で
き
る
保
健
・
健
康
・
食

育
等
の
知
識
に
精
通
さ
れ
た
方
々
を
選
任
し
て
い
こ
う

と
検
討
し
て
い
る
。

　
　
市
と
し
て
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
検
討

状
況
は
。

　
　
２
月
に
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
先
進
地
で
あ
る

西
宮
市
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
実
態
調
査
に
出
向
い
た
。
　

　
具
体
的
な
課
題
と
し
て
は
住
基
デ
ー
タ
の
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
等
が
あ
る
が
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
並
行

し
て
、
職
員
の
認
識
と
研
修
が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て

い
る
。
担
当
部
署

と
詳
細
に
詰
め
て
、

対
応
で
き
る
体
制
、

運
営
面
、
ハ
ー
ド

面
等
を
今
後
進
め

て
い
く
。



農地パトロール

１５ 加東市 議会だより Ｎｏ.２３

問答 耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
て藤

尾 

　
潔

　
　
加
東
市
に
は
平
成

２３
年
度
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
約

１１
　
の
耕
作
放
棄
地
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
耕
作
放
棄

地
は
、
農
業
生
産
力
の
低
下
の
み
な
ら
ず
、
有
害
鳥
獣

の
す
み
か
と
な
る
な
ど
、
近
隣
の
環
境
に
対
す
る
悪
影

響
も
あ
る
。
農
地
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
市
は
指
導
・

勧
告
や
、
最
終
的
に
は
所
有
権
の
移
転
の
協
議
ま
で
含

ん
だ
強
力
な
権
限
を
持
っ
て
い
る
。
積
極
的
に
対
応
し

て
行
く
べ
き
で
は
。

　
　
現
在
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
、
耕
作
放
棄
地

の
所
有
者
に
対
し
て
意
向
の
確
認
等
を
行
い
、
指
導
を

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
法
律
に
も
と
づ
く
強
制
的
な
指

導
・
勧
告
で
は
な
い
。

　
耕
作
放
棄
地
の
中
に
は
、
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
在
の
農
地
や
、
山
に
近
い
た
め
獣
害
が
ひ
ど
く
耕
作

が
不
可
能
な
土
地
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
る
。

　
平
成
２４
年
度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
特
に
ほ
場

整
備
を
行
っ
た
優
良
農
地
に
存
在
す
る
耕
作
放
棄
地
に

つ
い
て
、
事
情
を
確
認
し
た
上
で
法
に
基
づ
く
指
導
・

勧
告
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
利
用
権
設
定
等
の
推
進

な
ど
の
対
応
を
と
っ
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
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東
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取
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□
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小
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事
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議
会

議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

議
会
運
営
委
員
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会

産
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建
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会
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会

決
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第
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回
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例
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（
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日
目
）
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　議会活動や市政の状況を議員が地域に出向いて市民の皆さんに直接報告・説明し、議会に対する
理解を深めていただくとともに、市民の皆さんからのご意見・ご提言を聞かせていただくため、議会報告
会を次のとおり開催します。多くの皆様の参加をお願いします。

時　　間期　　日 場　　　　　所

19：00 ～11月 3 日（土） やしろ国際学習塾  3階大会議室

※今回は、この一会場のみでの開催となります。



　
９
月
１
日
は
防
災
の
日
、
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
防
災

に
お
け
る
危
機
管
理
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
は
津
波
が
押
し

寄
せ
る
海
津
波
地
震
で
し
た
。
　

　　
実
は
、
加
東
市
に
は
山
津
波
の

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
山
津
波
は
地

震
や
大
雨
な
ど
の
た
め
に
、
山
腹

な
ど
の
斜
面
が
広
い
範
囲
で
崩
れ

落
ち
、
土
砂
や
水
が
押
し
流
さ
れ

て
く
る
現
象
で
す
が
、
市
内
の
山

間
に
は
多
く
の
た
め
池
が
連
な
り
、

地
震
や
豪
雨
を
受
け
て
た
め
池
が

決
壊
し
、
土
砂
や
水
が
下
流
の
民

家
な
ど
を
飲
み
込
む
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
昭
和

４０
年
以
降
、
市
内
の
災
害

歴
に
は
大
雨
に
よ
る
も
の
は
あ
り

ま
す
が
、
地
震
に
よ
る
災
害
は
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
地
震
と
大
雨
が
重
な
る
災
害
が

な
い
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
が
、

油
断
は
禁
物
、
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
超
え
る
災
害
に
は
、
危
険

箇
所
の
市
民
へ
の
周
知
が
大
切
で
、

防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
活

動
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
、
議

会
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
市
民

の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
御
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｍ
・
Ｙ
）

発
行
　
加
東
市
議
会

編
集
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

１６加東市 議会だより Ｎｏ.２３

　
加
東
市
内
の
各
学
校
の
取

り
組
み
や
特
色
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
今
回
は
加
東
市
立

滝
野
南
小
学
校
で
す
。

　
本
校
は
、
明
治
５
年 

青
郊

小
学
校
と
し
て
創
立
、
昭
和

２４
年
の
統
合
に
よ
り
、
新
生

「
滝
野
町
加
茂
村
学
校
組
合

立
滝
野
小
学
校
」
に
な
り
、

統
合
か
ら
今
年
で

６４
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
誕
生
以
来
の

校
歌
に
も
歌
わ
れ
て
い
ま
す

「
粘
り
強
く
　
や
り
遂
げ
る
子
」

の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和

５７
年
に
は
、
新
校
舎

と
な
り
、
周
囲
を
高
い
フ
ェ

ン
ス
で
囲
い
、
ナ
イ
タ
ー
の

で
き
る
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

古
く
か
ら
運
動
に
力
を
い
れ

て
、
人
と
し
て
の
基
礎
を
築

い
て
き
た
学
校
で
す
。

　
本
年
度
は
、「
よ
く
学
び
、

と
も
に
学
び
、
よ
り
よ
く
生

き
る
子
の
育
成
」
と
い
う
教

育
目
標
の
も
と
に
「
と
も
に 

は
げ
む
子
　
と
も
に 

伸
び
る

子
　
と
も
に 

生
き
る
子
」
に

な
る
よ
う
に
教
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
皆
様
が

大
変
協
力
的
で
、
毎
年
開
催

さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
体
験
学

習
」
に
は
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
お
世
話
に
な
り
、

地
域
と
学
校
の
伝
統
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の

方
に
お
話
会
で
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
て
頂
い
た
り
、
子

ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
「
見

守
り
」
を
し
て
頂
い
た
り
と
、

地
域
と
保
護
者
と
学
校
が
一

体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
恵
ま
れ
た
環
境
の
も
と
、

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ

と
を
誇
り
に
思
う
「
南
っ
子
」

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
加
東
市
内
の
各
学
校
の
取

り
組
み
や
特
色
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
今
回
は
加
東
市
立

滝
野
南
小
学
校
で
す
。

　
本
校
は
、
明
治
５
年 

青
郊

小
学
校
と
し
て
創
立
、
昭
和

２４
年
の
統
合
に
よ
り
、
新
生

「
滝
野
町
加
茂
村
学
校
組
合

立
滝
野
小
学
校
」
に
な
り
、

統
合
か
ら
今
年
で

６４
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
誕
生
以
来
の

校
歌
に
も
歌
わ
れ
て
い
ま
す

「
粘
り
強
く
　
や
り
遂
げ
る
子
」

の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和

５７
年
に
は
、
新
校
舎

と
な
り
、
周
囲
を
高
い
フ
ェ

ン
ス
で
囲
い
、
ナ
イ
タ
ー
の

で
き
る
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

古
く
か
ら
運
動
に
力
を
い
れ

て
、
人
と
し
て
の
基
礎
を
築

い
て
き
た
学
校
で
す
。

　
本
年
度
は
、「
よ
く
学
び
、

と
も
に
学
び
、
よ
り
よ
く
生

き
る
子
の
育
成
」
と
い
う
教

育
目
標
の
も
と
に
「
と
も
に 

は
げ
む
子
　
と
も
に 

伸
び
る

子
　
と
も
に 

生
き
る
子
」
に

な
る
よ
う
に
教
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
皆
様
が

大
変
協
力
的
で
、
毎
年
開
催

さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
体
験
学

習
」
に
は
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
お
世
話
に
な
り
、

地
域
と
学
校
の
伝
統
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の

方
に
お
話
会
で
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
て
頂
い
た
り
、
子

ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
「
見

守
り
」
を
し
て
頂
い
た
り
と
、

地
域
と
保
護
者
と
学
校
が
一

体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
恵
ま
れ
た
環
境
の
も
と
、

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ

と
を
誇
り
に
思
う
「
南
っ
子
」

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

１２月定例会の予定　１１月２９日（木）９時３０分　議案審議　
　　　　　　　　　  １２月１３日（木）９時３０分　一般質問
　　　　　　　　　  １２月２１日（金）９時３０分　議案審議

6月30日現在の生徒数平成24年10月1日現在の児童数

1学年

男　子 女　子 合　計

18人 15人 33人

16人 12人 28人

12人 24人 36人

100人 105人 205人

2学年

3学年

16人 22人 38人4学年

18人 18人 36人5学年

20人 14人 34人6学年

合　計

発
行
日
　
平
成
２４
年
１１
月
１
日
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７
３-

１
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３
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東
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委
員
長
　
藤
尾
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副
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員
長
　
長
谷
川
幹
雄

　
　
委
　
員
　
井
上
　
茂
和

　
　
　
　
　
　
山
本
　
通
廣

　
　
　
　
　
　
藤
原
　
文
悟

　
　
　
　
　
　
磯
貝
　
邦
夫

　
　
　
　
　
　
小
紫
　
泰
良

　
　
　
　
　
　
岸
本
眞
知
子

議会の傍聴に
お越しください。

加東市役所社庁舎３階に議場があります。

加東市議会　電話 ０７９５－４３－０３８５（直通） ／ ＦＡＸ ０７９５－４２－７９６０
ホームページ h t t p : / / w w w . c i t y . k a t o . l g . j p 電子メール g i k a i @ c i t y . k a t o . l g . j p

○９月定例会は延べ３４人の傍聴がありました。

せ
い
こ
う


